
2.1.2.2 水質  

  

 川辺川の環境基準の類型指定は、川辺川ダム地点を境に上流がＡＡ類型、下流がＡ類型に指定されて

いる(図 2.2.7.1-1 参照)。  

 川辺川における水質調査地点を図 2.1.2.2-1 に、水質調査結果を表 2.1.2.2-2(1)及び表 2.1.2.2-2(2)に

示す。  

 ＡＡ類型及びＡ類型の環境基準地点である藤田(熊本県)及び永江橋(熊本県)における生活環境項目の

うち、河川の水質汚濁の代表的指標であるＢＯＤ(生物化学的酸素要求量)75%値の年変化は、図 2.1.2.2-

2 に示すとおりであり、いずれの年も環境基準(表 2.2.7.1-4)をほぼ満足している。なお、大腸菌群数につ

いては環境基準を一部満足していないものもある。その他の項目については環境基準をすべて満足して

いる。  

 健康項目については、両地点とも調査されていないが、その他の調査地点ではこれまで環境基準をす

べて下回っている。  

 

 図 2.1.2.2-1 水質調査地点  



表 2.1.2.2-2 (1) 熊本県の水質調査結果 

 

出典：水質調査報告書(熊本県) 

   

 図 2.1.2.2-2 藤田・永江橋地点(熊本県)の水質変化（BOD 75％値は、各年 75％値の平均値） 



 表 2.1.2.2-2 (2) 建設省の水質調査結果 

 

出典：建設省川辺川工事事務所  


